
 
 

    

 

今
年
五
月
一
日
か
ら
元
号
が

「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
変

わ
り
、
新
し
い
時
代
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

 
 

今
年
は
十
月
か
ら
消
費
税
が

十
％
に
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
、

私
た
ち
の
生
活
や
経
済
活
動
に

直
接
影
響
が
出
る
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。
六
月
定
例
市
議
会

で
も
上
下
水
道
の
料
金
改
定

（
八
％
→
十
％
）
の
議
案
や
一

般
会
計
補
正
予
算
と
し
て
、
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
影

響
緩
和
や
地
域
に
お
け
る
消
費

喚
起
を
目
的
と
し
た
、「
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
」
が

国
の
法
改
正
の
下
、
提
案
・
可

決
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な

る
の
は
扶
養
外
住
民
税
非
課
税

者
と
三
歳
未
満
児
子
育
て
世
帯

主
の
内
、
希
望
す
る
方
に
対
し
、

総
額
二
万
五
千
円
分
の
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
を
二
万
円
で
販

売
し
ま
す
。
今
回
は
対
象
者
が

絞
ら
れ
る
た
め
市
内
で
約
二
万

人
位
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

実
質
的
な
消
費
税
ア
ッ
プ
に
対

す
る
影
響
緩
和
に
つ
な
が
る
か

は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

全
国
ど
こ
の
自
治
体
も
こ
の
よ

う
な
商
品
券
の
発
行
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。 

 

さ
ら
に
、
七
月
に
は
参
議
院

選
挙
が
行
わ
れ
、
七
月
四
日
公

示
、
二
十
一
日
投
開
票
と
な
り

ま
す
。
一
年
ぶ
り
の
党
首
討
論

も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
老
後
資

金
と
し
て
約
二
千
万
円
の
蓄
え

が
必
要
と
試
算
さ
れ
た
金
融
審

議
会
の
報
告
書
に
つ
い
て
議
論

が
集
中
し
、
国
の
針
路
を
競
い

合
う
制
度
本
来
の
趣
旨
か
ら
か

け
離
れ
た
討
論
だ
っ
た
こ
と
が

残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

そ
れ
に
し
て
も
悲
し
い
事
件

が
続
い
て
い
ま
す
。
練
馬
区
で

は
元
農
林
水
産
事
務
次
官
が
長

男
を
刺
殺
し
た
と
さ
れ
る
事
件

や
川
崎
市
で
は
児
童
ら
二
十
人

が
刃
物
で
殺
傷
さ
れ
る
事
件
等
、

社
会
と
の
接
点
が
乏
し
い
「
引

き
こ
も
り
傾
向
」
の
生
活
を
送

っ
て
お
り
、
八
〇
五
〇
問
題
と

呼
ば
れ
る
、
中
高
年
を
抱
え
る

家
族
が
苦
悩
す
る
姿
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
て
い
ま
す
。 

 
 

我
孫
子
市
で
は
十
一
月
に
市

議
会
議
員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
は
議
員
定
数
の
削

減
に
努
め
ま
し
た
が
、
残
念
で

す
が
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

前
回
同
様
の
二
十
四
名
の
定
数

で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
市
議

選
の
平
成
十
九
年
時
は
定
数
二

十
八
人
で
三
十
九
人
の
立
候
補
、

十
一
人
超
。
平
成
二
十
三
年
時

は
定
数
二
十
四
人
で
三
十
二
人

の
立
候
補
、
八
名
超
。
平
成
二

十
七
年
は
二
十
四
人
定
数
で
二

十
八
人
立
候
補
、
四
人
超
と
な

っ
て
い
ま
す
。
年
々
立
候
補
者

が
少
な
い
選
挙
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
為
な
の
か
、
市
議
会

の
役
割
と
し
て
、
住
民
の
声
に

耳
を
傾
け
、
政
策
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
議
会
が
あ
る
の
に
、

議
論
が
低
調
に
な
っ
て
い
る
の

が
気
に
か
か
り
ま
す
。
特
に
最

近
の
若
い
議
員
の
方
々
が
質
問

を
し
な
く
な
っ
た
こ
と
が
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。
三
カ
月
に
一

回
の
定
例
市
議
会
に
一
言
も
発

し
な
い
。
ま
っ
た
く
登
壇
し
な

い
議
員
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

有
権
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
市
議

会
に
対
す
る
監
視
の
目
を
強
く

注
い
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

 
 

今
後
、
我
孫
子
市
の
人
口
も
、

歳
入
（
税
金
）
も
減
り
、
そ
の

反
面
、
社
会
保
障
関
係
の
民
生

費
は
多
額
に
必
要
と
な
っ
て
い

き
ま
す
。
財
政
の
将
来
が
危
な

い
、「
消
え
る
市
町
村
」
と
い
う

よ
う
な
自
治
体
と
し
て
極
め
て

厳
し
い
未
来
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

政
治
を
良
く
も
悪
く
も
す
る
の

も
、
国
民
（
市
民
）
の
行
動
で

す
。
令
和
と
い
う
時
代
が
新
し

い
我
孫
子
の
ま
ち
づ
く
り
に
強

い
輝
き
と
な
る
よ
う
に
議
員
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

 『
政
治
に
無
関
心
で
も
生
き
て

い
く
こ
と
は
で
き
る
が
、 

政
治
に
無
関
係
で
は
、
け
し
て 

生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
』
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◆
六
月
定
例
市
議
会
◆ 

 六
月 

三
日(

月)

～ 

六
月
二
十
日(

木) 

十
八
日
間 

 

令
和
元
年
に
入
っ
て
初
め
て
の
定

例
市
議
会
。
現
市
議
会
議
員
の
任
期

も
今
年
十
一
月
末
と
な
り
、
残
す
定

例
市
議
会
は
六
月
、
九
月
の
二
回
と

な
っ
た
。
六
月
定
例
市
議
会
の
主
な

議
案
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
（
森
林
の
整
備

及
び
促
進
の
財
源
確
保
）、
国
の
地
方

税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
、
市
税
条

例
等
の
一
部
改
正
す
る
条
例
の
制
定
、

市
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

を
独
自
に
利
用
す
る
事
務
を
新
た
に

加
え
る
た
め
の
個
人
番
号
利
用
に
関

す
る
条
例
の
制
定
、
十
月
の
消
費
税

ア
ッ
プ
に
対
す
る
上
下
水
道
条
例
の

一
部
改
訂
、
水
道
局
関
連
で
は
民
間

に
包
括
契
約
を
し
て
い
る
①
料
金
・

給
水
・
会
計
業
務
委
託
②
浄
水
場
運

転
・
維
持
管
理
委
託
に
つ
い
て
の
二

件
に
つ
い
て
、
来
年
度
以
降
、
五
年

間
の
債
務
負
担
行
為
を
定
め
る
補
正

予
算
な
ど
で
あ
る
。 

 令
和
元
年
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
） 

 

六
月
議
会
、
一
般
会
計
補
正
予
算

の
内
容
は
今
年
十
月
の
消
費
税
ア
ッ

プ
に
伴
い
、
影
響
緩
和
を
目
的
と
し

た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

を
中
心
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
、
総

合
計
画
策
定
事
業
費
、
予
防
接
種
事

業
の
風
疹
抗
体
検
査
委
託
料
な
ど
で

あ
る
。 

た
だ
、
補
正
予
算
の
中
で
市
民
文

化
祭
の
運
営
費
委
託
料
、
三
百
六
十

万
円
を
文
化
祭
運
営
負
担
金
に
振
り

替
え
る
処
置
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
公
金
横
領
等
の
事
件
が
発
覚
、
四

月
二
十
二
日
付
け
懲
戒
免
職
と
な
っ

た
不
祥
事
の
対
策
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
と
委
託

契
約
を
締
結
し
て
実
施
し
て
い
た
が
、

令
和
元
年
か
ら
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課

に
事
務
局
を
設
置
し
て
文
化
祭
運
営

を
行
う
た
め
に
運
営
負
担
金
と
し
て

支
出
を
す
る
た
め
で
あ
る
。
急
遽
行

わ
れ
た
防
止
策
の
一
つ
で
あ
る
。 

 陳
情
の
審
査 

 

・
陳
情
八
号 
不
採
択 

郵
送
に
よ
る
陳
情
の
取
り
扱
い
見
直

し
に
つ
い
て   

 
 

・
陳
情
十
号 

不
採
択 

 

湖
北
地
区
公
民
館
に
お
け
る
指
定
管

理
者
制
度
導
入
の
見
直
し
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て 

 

・
陳
情
十
一
号 

多
数
継
続 

市
民
図
書
館
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て 

    
 

                      

■
宏
は
こ
う
考
え
る 

～
ど
う
す
る
空
き
家
対
策
～ 

 

全
国
の
空
き
家
の
数
が
過
去
最
高

を
更
新
し
て
い
ま
す
。
総
務
省
の
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
昨

年
十
月
時
点
で
首
都
圏
（
一
都
三
県
）

で
も
約
二
百
万
戸
の
空
き
家
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
六
月
議
会
、
我
孫
子
市
の
空

き
家
状
況
を
都
市
部
建
築
住
宅
課
に

確
認
す
る
と
、
平
成
二
十
八
年
度
は

七
百
二
十
五
軒
、
平
成
二
十
九
年
度

は
七
百
九
十
軒
、
平
成
三
十
年
度
は

七
百
四
十
五
軒
と
我
孫
子
市
で
は
横

ば
い
に
推
移
し
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
市
内

で
は
急
激
に
空
き
家
が
増
え
て
い
く

と
担
当
部
門
で
は
予
測
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。 

私
は
空
き
家
対
策
に
は
大
き
く
二

つ
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
つ
は

空
き
家
に
な
っ
て
か
ら
の
解
消
策
や

安
全
対
策
、
も
う
一
つ
は
空
き
家
に

な
る
前
の
予
防
策
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
市
で
は
空
き
家
に
な
っ
て
、
倒

壊
の
恐
れ
や
美
観
の
問
題
と
な
る

「
特
定
空
き
家
」
は
所
有
者
に
連

絡
・
訪
問
し
て
解
体
な
ど
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
流
通
が
可
能
な
空

き
家
な
ど
は
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」
制

度
を
活
用
し
て
、
で
き
る
だ
け
空
き

家
に
せ
ず
に
活
用
し
て
住
ん
で
い
た

だ
く
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の

制
度
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
方
も
多

い
の
で
、
市
は
今
年
四
月
、「
固
定
資

産
税
納
税
通
知
書
の
し
お
り
」
に
空

き
家
バ
ン
ク
の
案
内
を
添
付
す
る
な

ど
制
度
の
周
知
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
「
空
き
家
」
対
策
は

予
防
に
力
を
注
い
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。「
空
き
家
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
物
件
」
も
「
空
き
家
対
策
」
の

対
象
に
す
る
な
ど
、
活
用
さ
れ
な
く

な
る
住
宅
資
産
の
新
陳
代
謝
を
促
す

施
策
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
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私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

 

６月定例市議会　印南宏の個人質問

１．職員の不祥事（教育委員会事務局職員の懲戒処分）
２．我孫子新田エリアの活用（サウンディング型市場調査）
３．企業が進出・操業しやすい環境づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　   　 （産業拠点検討調査業務）
４．手賀沼・手賀川活用推進協議会
                             （つながるウォーターサイドTEGA）

一般質問は三日間の日程で12名の議員が登壇しました。
 印南は毎議会登壇しています！  

 



に
、
管
理
組
合
が
機
能
不
全
の
マ
ン

シ
ョ
ン
は
貸
し
た
り
売
っ
た
り
で
き

ず
に
「
塩
漬
け
」
さ
れ
、
空
き
家
が

放
置
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
適

正
な
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
を
促
す
条
例

の
整
備
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

都
内
で
は
具
体
的
な
条
例
を
整
備
し
、

す
で
に
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
我
孫

子
市
も
急
激
に
増
え
る
と
予
想
さ
れ

る
「
空
き
家
」
問
題
に
予
防
と
い
う

観
点
か
ら
諸
施
策
を
鋭
意
、
検
討
し

て
い
く
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 

予
防
策 

① 

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
を
促
す
条
例 

管
理
費
や
修
繕
積
立
金
な
ど
の

報
告
を
義
務
付
け
る
。
管
理
組
合

を
監
視
す
る
。 

② 

「
空
き
家
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
物
件
」
も
対
象
と
す
る
。
特
定

空
き
家
の
前
段
階
の
空
き
家
な

ど
。 

③ 

空
き
家
の
発
生
予
防
を
呼
び
か

け
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
。 

           

～
お
答
え
し
ま
す
～ 

■
適
用
外
の
農
薬
が
使
用
さ
れ
た
農

産
物
に
つ
い
て 

 

宏
：
六
月
一
日
、
市
内
一
生
産
者
が

販
売
す
る
茎
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
お
い

て
、
生
産
者
が
「
あ
び
こ
農
産
物
直

売
所
」
に
提
出
し
た
栽
培
履
歴
か
ら

適
用
外
の
農
薬
を
使
用
し
た
こ
と
が

判
明
し
た
た
め
、
同
日
、
生
産
者
に
、

こ
の
茎
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
出
荷
で
き

な
い
旨
を
「
あ
び
こ
農
産
物
直
売
所
」

は
指
摘
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
指
摘

し
た
時
点
で
、
当
該
生
産
者
は
既
に

他
の
複
数
の
販
売
店
に
出
荷
し
て
お

り
、
す
で
に
二
十
八
個
が
販
売
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
回
収
は
不

可
能
で
し
た
。 

そ
の
後
、
残
留
農
薬
検
査
を
実
施

し
て
、
含
有
量
な
ど
全
て
が
不
検
出

と
な
り
、
茎
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
安
全

性
は
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
せ
っ
か

く
「
あ
び
こ
農
産
物
直
売
所
」
で
栽

培
履
歴
の
チ
ェ
ッ
ク
等
を
行
っ
て
い

て
も
、
栽
培
履
歴
は
販
売
の
一
週
間

前
に
提
出
す
る
と
い
う
基
本
の
ル
ー

ル
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
、
生
産
物
は

販
売
さ
れ
て
回
収
は
不
可
能
に
な
り

ま
す
。 

生
産
者
に
栽
培
履
歴
の
提
出
期
日

に
つ
い
て
ル
ー
ル
の
厳
守
を
し
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
当
た
り
前

の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
徹
底

し
た
安
全
チ
ェ
ッ
ク
に
努
め
る
よ
う

に
強
く
、
訴
え
ま
し
た
。 

■
栄
の
開
発
行
為
に
つ
い
て 

 

宏
：
我
孫
子
駅
に
程
近
い
、
栄
の
Ｎ

Ｔ
Ｔ
裏
、
Ｊ
Ｒ
成
田
線
に
沿
っ
た
地

区
の
開
発
行
為
（
戸
建
て
四
十
七
戸

の
大
型
造
成
工
事
）
が
ス
ト
ッ
プ
し

て
既
に
一
年
八
カ
月
を
経
て
い
ま
す
。

工
事
再
開
の
見
込
み
が
現
時
点
で
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

市
は
開
発
行
為
施
行
者
と
の
話
し
合

い
を
、
何
度
も
（
六
～
七
回
）
行
い
、

事
業
進
捗
状
況
や
今
後
の
見
込
み
、

安
全
対
策
な
ど
を
話
し
合
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
約
一
ｈ
ａ
の
現
地

を
視
察
す
る
と
、
Ｊ
Ｒ
側
の
擁
壁
に

崩
落
の
危
険
性
は
少
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
開
発
区
域
の
土
が
全
面
露

出
し
、
降
っ
た
雨
で
一
部
に
水
溜
ま

り
が
出
来
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
側

の
住
宅
地
に
沿
っ
て
掘
り
を
深
く
し

て
い
ま
す
。
も
し
、
小
さ
な
子
ど
も

が
入
り
込
ん
で
落
ち
た
り
す
る
と
危

険
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
場

は
周
囲
の
フ
ェ
ン
ス
も
め
く
り
上
り
、

開
発
区
域
へ
の
侵
入
が
容
易
な
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。
開
発
行
為
を
所

管
す
る
環
境
都
市
常
任
委
員
会
で
再

度
、
市
と
し
て
開
発
行
為
施
行
者
に

安
全
対
策
の
徹
底
を
強
く
求
め
て
ほ

し
い
と
訴
え
ま
し
た
。 
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◆
「
ご
当
地
発
車
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
駅
で
列
車
が

発
車
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
メ
ロ
デ

ィ
ー
が
地
元
に
ゆ
か
り
の
あ
る
曲
を

使
用
す
る
こ
と
で
す
。
六
月
定
例
市

議
会
の
最
終
日
、
私
が
副
会
長
を
務

め
る
「
成
田
線
を
便
利
に
す
る
議
員

の
会
」
の
総
会
に
、
市
内
在
住
で
東

葛
飾
高
校
一
年
生
の
織
田
涼
佑
く
ん

が
訪
れ
、
我
孫
子
駅
や
天
王
台
駅
に

「
ご
当
地
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
の
導
入
を

実
現
す
る
た
め
に
彼
の
考
え
を
ま
と

め
た
提
案
内
容
を
披
露
し
て
く
れ
た
。

こ
れ
ま
で
も
市
議
会
に
お
い
て
市
内

の
Ｊ
Ｒ
各
駅
に
ご
当
地
メ
ロ
デ
ィ
ー

と
し
て
我
孫
子
市
民
の
歌
を
取
り
入

れ
た
ら
ど
う
か
等
と
の
質
問
・
提
言

は
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
の
よ
う
に
自

分
の
足
で
全
国
の
ご
当
地
メ
ロ
デ
ィ

ー
に
つ
い
て
具
体
的
な
調
査
（
各
駅

の
使
用
状
況
、
曲
名
・
振
動
秒
数
・

録
音
等
）
を
綿
密
に
行
い
、
候
補
曲

と
し
て
「
我
孫
子
市
民
の
歌
」「
河
童

音
頭
」
を
五
歳
か
ら
学
ん
で
い
る
自

身
の
ピ
ア
ノ
で
発
車
メ
ロ
デ
ィ
ー

（
案
）
を
作
成
、
実
現
の
た
め
に
市

議
会
に
積
極
的
な
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て

く
れ
た
例
は
今
ま
で
な
か
っ
た
。
我

孫
子
駅
に
ゆ
か
り
の
あ
る
音
楽
で
親

し
み
を
も
っ
て
ほ
し
い
か
ら
、
我
孫

子
駅
な
ら
で
は
の
特
徴
を
作
り
た
い

か
ら
、
我
孫
子
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
導
入
す
べ
き
と
の
彼
の
提
案
は

目
的
、
事
前
研
究
、
実
現
の
た
め
の

署
名
活
動
用
紙
の
具
体
例
ま
で
、
し

っ
か
り
と
し
た
提
案
内
容
で
あ
る
。

最
後
に
添
付
さ
れ
て
い
た
「
こ
の
企

画
に
対
す
る
僕
の
思
い
」
に
は
、
地

元
、
我
孫
子
に
対
す
る
熱
い
思
い
と
、

今
の
気
持
ち
以
上
に
我
孫
子
を
好
き

に
な
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
我
孫
子
市

長
に
立
候
補
す
る
と
思
い
ま
す
。
と

添
え
ら
れ
て
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
「
ご

当
地
発
車
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
の
導
入
の

た
め
、
駅
周
辺
で
署
名
活
動
を
展
開

す
る
予
定
で
あ
る
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
し
た
い
。 

 

◆
怪
し
い
通
達
書
や
メ
ー
ル
が
や
た

ら
に
我
が
家
に
も
届
く
よ
う
に
な
っ

た
。
先
日
、
妻
宛
て
に
「
民
事
訴
訟

最
終
通
達
書
」
な
る
ハ
ガ
キ
が
届
い

た
。
妻
は
即
座
に
、
こ
の
よ
う
な
詐

欺
が
世
間
で
は
横
行
し
て
い
る
と
嘆

い
た
。
そ
の
ハ
ガ
キ
に
は
あ
る
企
業
、

団
体
か
ら
契
約
不
履
行
に
よ
る
訴
状

が
妻
宛
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
書
い

て
あ
り
、
訴
訟
取
り
下
げ
最
終
期
日

を
経
て
、
妻
を
被
告
と
し
た
民
事
裁

判
を
開
始
す
る
と
の
通
知
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
連
絡
を
し
な
い
場
合
、
原

告
側
の
主
張
が
全
面
的
に
受
理
さ
れ
、

妻
の
動
産
、
不
動
産
の
差
し
押
さ
等

を
強
制
的
に
行
う
と
の
脅
か
し
の
通

知
で
あ
る
。
ま
た
、
取
り
下
げ
等
の

問
い
合
わ
せ
は
必
ず
本
人
が
届
い
た

日
か
ら
三
日
間
以
内
に
連
絡
を
す
る

よ
う
に
と
書
い
て
あ
る
。
差
出
人
は

「
訴
訟
通
知
セ
ン
タ
ー
」、
住
所
は
千

代
田
区
霞
が
関
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
よ
く
み
る
と
ハ
ガ
キ
の
消
印

は
板
橋
北
、
な
ん
か
変
だ
。
不
自
然

で
あ
る
。
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
あ
る
民

事
訴
訟
と
い
う
普
段
、
縁
の
な
い
聞

き
慣
れ
な
い
言
葉
、
届
い
て
か
ら
三

日
以
内
と
い
う
返
信
の
期
日
指
定
、

裁
判
所
の
執
行
官
立
会
の
も
と
、
現

預
金
や
有
価
証
券
の
差
し
押
さ
え
な

ど
を
強
制
執
行
す
る
と
い
う
脅
迫
め

い
た
文
言
に
、
私
で
も
一
応
連
絡
だ

け
は
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
し
ま
う
。

人
間
の
心
理
を
突
い
た
詐
欺
ハ
ガ
キ

で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
だ
ま
さ
れ
て

し
ま
う
人
も
多
い
の
で
は
と
実
感
し

た
。
私
た
ち
の
生
活
の
中
、
す
ぐ
間

近
に
怪
し
い
詐
欺
行
為
が
忍
び
寄
っ

て
い
る
。
何
で
も
疑
っ
て
生
き
て
行

く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

悲
し
い
時
代
の
到
来
な
の
か
も
知
れ

な
い
。
皆
さ
ん
、
詐
欺
に
は
、
く
れ

ぐ
れ
も
ご
用
心
を
。 

 

◆
「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
」
の
言
葉

が
し
っ
か
り
と
定
着
し
た
。
日
本
の

平
均
寿
命
は
二
〇
一
六
年
で
八
十
四

歳
、
世
界
第
二
位
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
人
生
一
〇
〇
年
も
ま
ん
ざ
ら

夢
で
は
な
い
。
健
康
で
長
生
き
し
て
、

人
生
を
通
じ
て
新
た
な
こ
と
に
挑
戦

し
た
り
、
学
ん
だ
り
で
き
る
こ
と
は

す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
私
も
そ
う
思

う
。
し
か
し
、
反
面
、
長
い
老
後
を

ど
う
暮
ら
し
て
い
く
の
か
。
本
当
に

活
き
活
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
の
だ

ろ
う
か
。
不
安
も
よ
ぎ
る
。
金
融
庁

の
報
告
書
の
二
千
万
円
で
は
な
い
が
、

将
来
か
ら
の
不
安
か
ら
消
費
を
抑
え
、

少
し
で
も
貯
蓄
に
と
傾
く
の
も
自
然

の
理
。
人
間
の
生
き
る
長
さ
は
、
そ

の
行
動
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

と
考
え
る
が
、
私
は
今
の
こ
の
時
、

こ
の
時
を
大
切
に
生
き
た
い
。
一
期

一
会
の
気
持
ち
で
人
生
を
歩
い
て
い

き
た
い
。
そ
う
思
っ
て
い
る
。 
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